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第 4 0 号 泉区青少年指導員だより

い ず み

第27期会長を務めさせていただいております國分です。

泉区青少年指導員協議会（以下青指）は、各自治会・町内会から推薦を受け、県知事と市長から委嘱さ

れた149名で構成されております。定員は155名なので、令和３年４月１日現在で第27期はマイナス6名と

なっております。泉区単独事業のほかに各地区単独事業や自治会・学校・各団体とも協力して青少年の

健全育成活動に努めております。

令和2年度は正にコロナ禍の影響をもろに受け、人々の交流やイベント等ができなくなり、泉区青指も今

まで経験したことのない試練に直面しております。そんな中でも工夫を凝らして何とかできた子ども向け

事業がありました。現在、このコロナの大流行により、世の中の模様が大きく変化しています。当然それ

に合わせて私たちも変わらなくてはなりません。変化を的確にとらえる感性、必要な形に変化させる柔軟

性も必要です。少なくとも令和３年度は「辛抱」の年かと思います。

コロナが抑えられたとして、後にどんな事業ができるか等について検討しておりますが、当面は子どもた

ちの見守りを重視したパトロール等を重点に活動していきたいと思います。

今後ともよろしくお願い致します。

令 和 ３ 年 度 事 業 計 画

泉区青少年指導員協議会の皆様には、日頃から青少年の健全育成のために、熱心に取り組んでいた

だき、心から御礼申し上げます。また「泉区民ふれあいまつり」や「泉区民マラソン大会」等、様々なイベン

トへのご協力や「地域の子ども交流支援事業」「泉区青少年フェスティバル」の企画・運営など、青少年指

導員の皆さまの熱意と活動を大変心強く思うとともに、心から感謝申し上げます。

さて、泉区では毎年「泉区運営方針」を策定し、一年間の目標や施策の柱などを公表しています。今年

度は基本目標を「みらいへ進もう！地域とともに～＃住むなら泉区～」としました。昨年度は新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響により、従来の生活や活動ができない状況でした。今年度も厳しい状況が続い

ていますが、このような状況だからこそ、様々な事務事業を工夫して進めるとともに、区民の皆様の思い

や地域の繋がりを大切にして地域支援にしっかり取り組み、皆様とともに未来に向けたまちづくりを進め

ていきたいという思いを込めています。

未来を担う青少年の健全育成の推進は、これからの地域づくり、まちづくりには欠かせません。区役所

としましても、新しい生活様式を踏まえながら、青少年指導員の皆様とともに、取組を進めてまいりたいと

思いますので、引き続きご支援ご協力をお願い申し上げます。

第２７期 泉区青少年指導員協議会役



飯塚　智明　緑園
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１  ５  年  勤  続

神 奈 川 県  青 少 年 育 成 活 動 推 進 者 表 彰
神 奈 川 県 青 少 年 育 成 功 労 者 表 彰

横  浜  市  教  育 委  員  会  表  彰　

國分満義 (中田)

青指諸先輩方と現役のみなさんの成果を代表し

ていただいた賞だと思います。 推薦してくださった

町内会のみなさん、そして稼働をいつも応援してく

れた 家族に感謝します。ありがとうございました。

児玉俊次 (中田)
青指の仲間と家族の理解により続けられました。

これからも頑張って活動してまいります。 ありが

とうございました。

藤原辰也 (中田)

この15年間の活動を支えてくれた多くの仲間と 家

族に感謝の藤原辰也 中田気持ちでいっぱいで

す。 ありがとうございました。

深瀬広好 (中田)

頑張って活動しているうちに15年がたっていまし

た。 土曜日は仕事の関係で参加できませんが、

日曜日の行事の時は 子どもたちの明るい顔を見

て楽しんでいます。 ありがとうございました。

平本桂子 (いちょう団地)
楽しく活動できたのも子どもたちの笑顔と仲間達のお

陰だと思います。これからもできるかぎり頑張ります。

山下昌永 (上飯田)

さまざまなキャリアをお持ちの青少年指導員の皆様

との出会いや、地域社会の担い手となる子どもたち

とたくさんの関わりをもてたことに感謝いたします。

これからも自分ができる関わりを続けていきたいと

思います。

濱口令子 (いちょう団地)

気がつけば２０年になっていました。仲間に支え

られてここまで来たと思います。皆様に感謝いた

します。ありがとうございました。

龍崎正之 (上飯田)

光陰矢の如しと言いますが、あっと言う間の１５年でした。

地域や青少年指導員の皆さんに支えられて、様々な行事

や学校を通し子ども達と触れあえる時間はとても有意義

でした。本当にありがとうございました。コロナが収束し、

以前の様にみんなで活動出来るよう願っています。

中丸秀樹 (新橋)

楽しいことばかりで、あっという間の１５年。歳を

取ったと驚いています。青指の活動では、沢山の

人と出会い、自分自身の成長にもつながり、感謝

しています。これからも、地域と共に歩んで行きた

いと思います。

松本保秀 (中川)

青少年指導員の皆様、地域の皆様の御陰で勤続１５年

を迎える事が出来ました。心より感謝致します。コロナ

の感染が一日も早く無くなり、子ども達の明るい会話が

戻ってくることを願っています。

飯塚 智明 (緑園)
この度、青少年育成活動推進者表彰を頂き、ありがと

うございます。コロナ禍で活動出来ない日々が続きま

すが、今年度は活動再開を願っています。諸先輩方々

を見習って、子供たちと楽しく遊ぶつもりで頑張りたい

と思います。

斎藤英樹 (和泉北部)
自主事業のナイトウオークでヤンチャだった生徒

さんとバイト先で会った時にきちんと挨拶して来ま

した。この様な出会いを楽しみながらの10年間で

した。

藤田祥嗣 (上飯田)
青指の皆さんのご協力により、無事１０年間を活動でき

ました。ありがとうございます。 コロナを乗り越え、楽し

く活動出来ることを期待しています。



 

各地区会長からのメッセージ

青木 (新橋)
令和２年に始まったコロナ禍が驚くほど長く続い

ています。新橋地区では全てのイベントが中止と

なり、連合定例会は各自治会長のみの出席とな

り各部は会議録を受け取るだけになってしまい

ました。２７期のユニフォームを着る機会が無く、

タンスにしまっている状況です。ワクチンが行き

渡るのを待つしか無いようです。

中瀬 (和泉北部)

「ゆいまーる」と言う沖縄方言があります。結び付き、助け

合い、支え合い、と言った意味です。

私達青指は学校、地域、社会と子供達を結びつけるお手

伝いをさせて頂いていると思います。

この1年良く見かけた、ソーシャルディスタンス、密、黙食、

マスク、自粛・・・これらの言葉は全て結びつきを無くすもの

ばかりです。

「コロナ禍」は私達に今までのやり方はもう見直しなさい、と

いうメッセージかもしれません。「ゆいまーる」の気持ちで新

たな結び付きを模索するお手伝いができればと思います。

平本 (いちょう団地)
いちょう団地地区は女性５名男性２名で活動して

います。

飯田北いちょう小学校が統合されてからも 年々

児童数が減少していて 寂しい思いをし

ていますが 子供達の笑顔に出会えるよう これか

らも楽しく活動していきます。

遠藤 (中川)
新型コロナウィルスにより子ども達の行事がなくなり学校も

休みになりました。その後リモート等による授業になりまし

たが、やはり学校で皆と一緒に勉強し校庭で運動したり遊

んだりすることが一番ではないしょうか。又この先どのよう

な感染症が私達と子ども達にふりかかって来るのか心配

でなりません。コロナ前の様に楽しく過ごせる事を願い、青

指として力添え出来るように頑張ります。

廿楽 (緑園)
令和2年度はほとんどのイベントが中止になりまし

たが、緑園地区では7月度から居場所を再開し、毎

月実施しています。

感染防止の制約はいろいろとありますが、知恵を

出し合い、新しいことにもチャレンジしています。中

でもペットボトルボーリングは大ヒット作です。

皆うっぷんが溜まっているせいか、子供たちも、そ

して青指メンバーも、以前よりも活気があるような

印象です。

この調子でアフターコロナまで突き進んでいけたら

と思います。

吉川 (上飯田団地)
昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、

思うような活動が出来ませんでしたが、安全に配慮しなが

ら少しずつでも、出来ることから始めていけたらいいなと

思います。

内山 (和泉中央)

令和2年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影

響でほとんどの行事が中止となってしまいました。

今年度も感染拡大の終息が見えていない状況が

続いています。和泉中央地区において、今年度は

感染拡大のリスクを避け、今までとは違った形で

行事を実施できるように工夫を凝らし、行うことを

チーム内で決定しました。まずは7月の『和泉川ク

リーンアップ』に注力して行きます。

龍崎 (上飯田)

昨年初め新型コロナウィルスの発生により、１年間地域

の行事・学校の行事など様々な行事が中止になり、地域

の方々や子ども達との交流が出来ませんでした。又、今

年になっても依然収束の状況が見えて来ない中でワクチ

ン接種が始まり、明るい状況が見えてくればと思っていま

す。今年の月のもみじ祭り・区民祭り、そして来年の上飯

田文化展・青少年の集い・３月の青少年フェスティバルで

地域の方々や子ども達と交流できるように、皆でコロナ

に打ち勝つように頑張って行きたいと思っています。

大島 (下和泉)
昨年、下和泉地区で実施できたイベントは、境川遊

水地へのバードウオッチハイクだけでした。恒例の

サマーフェスティバルやバスツアーは出来ず、残念

でした。遊水地で元気に走りまわっていたこどもた

ちの姿が、とても貴重なことと思い出します。

早く、そのような日常が戻ることを祈るばかりです。

吉田 (富士見が丘)
昨年度はコロナ禍による各種事業やイベントが中止にな

る等大変な一年でした。

今年度は今までとは違い『昨年度はコロナ禍による各種

事業やイベントが中止になる等大変な一年でした。

今年度は今までとは違い子供達の健康を守れるように事

業の見直し等を模索しなが

ら、子供達の成長と笑顔が見られるようにかかわって行き

たいと思います。

鳥海 (しらゆり)
ほぼ2年間に渡り色々な行事が中止になり連合な

でも盆踊りや文化祭等の行事も人を集める事が出

来ず何も経験せずに任期が終了してしまう役員さ

んも出てきています。

子供達も地域の行事に参加出来ないまま学校を

卒業してしまったりしているなか早くコロナの収束

を願っています。

各地区の様子を会長に伺いました。各地区ともコロナ

禍で活動が制限され、様々なイベントが中止となって

しまいましたが、感染拡大防止の為には仕方のないこ

とだと思います。コロナが収束して子ども達の元気な

声を聞くことができる日まで我慢が続くかも知れませ

んが、頑張りましょう。
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横浜市立中田小学校　マーチングバンド

いずみ野小学校に通う１年生から６年生の有志で活動。月に２回練習しています。

ジャズヒップホップスタジオHR Dance Gardenです。泉区で活動しているとてもアットホームなダンススタジオです。

私たちSADU(エスエーディーユー)ダンススクールは泉区を中心に小学生から大人まで毎週楽しく活動しています。

『明るく･楽しく・元気よく』を合い言葉に平成９年地域の盆踊り太鼓から始まり、その後創作太鼓も取り入れて早２５年目を迎え、

横浜市内を中心に地域を盛り上げる活動を続けています。

私たちは夏に行われる横浜市総合体育大会での優勝を目指し、一回一回の練習を大切にしながら活動しています。昨年の大

会はコロナの影響で開催されず、辛い思いもありましたが地域の皆様や保護者の方々の支えにより私達は前を向いて部活動

に励むことが出来ています。

R２年度は、４年生～６年生の１１人で活動していました。子ども同士で教えあって、協力して振り付けを覚える為、学年関係なく、

みんなで仲良く楽しく活動しています。

汲沢中学校吹奏楽部は１年生１０人、２年生１６人の計２６名で活動しています。「音楽を心から楽しみたい」「学年を越えて協

力して活動したい」という思いを込めた「Music FM(Fine Memory)」というスローガンのもと、地域やお祭りなどで演奏、部内演奏

会などを中心に活動しています。

２００１年３月に泉区中田北で活動を開始。２０１７年に和泉中央北に移転し、今年で丸２０年の歳月を経る事が出来ました。活動

の歴史の中で，延べ生徒総数は約２６０名。現在は５歳～６５歳の幅広い年齢層の男性・女性、約５０名の生徒が在籍し、自己

の研鑽に励んでおります。

Youth Theatre Japan(YTJ)は、魅力的な若者達が集まって、社会的に有意義な活動をする団体です。YTJは、この活動を通じて、海

外に発信できる「多数のコンテンツ・パフォーマンス」や「公演」を制作すること、国際交流を推進し、社会に貢献する事を目指して

います。

１月に行われた「マーチングハンド全国大会e-Marchig Special Editin 2020」に参加し、グットミュージック賞を頂くことが出来まし

た。演奏を直接披露出来ないのは残念ですが、また次の機会に参加できる事を楽しみにしています。

私たちOne Playは、幼稚園・保育園・教育機関他、幼児・子供達の成長過程における必要不可欠なダンスプログラムを提供して

おります。各園にダンス講師を派遣し、子供達が楽しみながら身体を動かし、ダンスを通してリズム感・協調性・社交性を養って

いくレッスンを提供しております。

コロナの影響で青少年フェスティバルは２年続けて中止となってしまいました。

泉公会堂の大きな舞台で演技することを楽しみにしていた皆さん、特に青少年

フェスティバルが最後の発表の場となったかも知れない卒業学年の方は、残

念な気持でいっぱいだっと思います。令和２年度青少年フェスティバルに参加

して頂く予定だった団体の紹介です。




